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令和 7年度活動基本方針 

  

 2024年 1月 1日に発生した能登半島地震から 1年 2ヶ月が経過し、今なお避難生活を余儀なく

されている方が多くいられることに心が痛みます。この教訓から令和 6 年度に福智ＤＷＡＴ（福

祉災害支援チーム）を結成しました。令和 7 年度は、地域で災害が発生した場合に素早く支援で

きるようさらに研修を進めて参ります。また、一昨年から取り組みを行っている法人後見事業も

順調に進んでおり、支援員の養成などさらに安定した取り組みが行えるよう取り組みを行います。  

 今まで実施してきた６つの公益的な取組（1地域交流活動提供事業、2地域に身近な福祉相談窓

口連携事業、3要支援者サポーター養成事業、4子どもの居場所づくり学習支援事業、5災害時要

援護者等支援事業、6地域パトロール推進事業）とフードバンク・フードファミリー事業について

も、新型コロナやインフルエンザ等の感染症状況に対応しながら、令和 7 年度もできうる範囲で

継続して取り組みを進めてまいります。 

さらに、施設が地域とつながる地域講座を計画しており、特に特技を生かしたものを会員から

募集し、地域交流ができるよう取り組みを進めてまいります。 

公益的な取組とともに実施してきました事務の共同化についても、1 個人情報を含む書類の合

同処分及びリサイクル活用の取組み、2合同人材募集、3外国人介護人材確保基盤整備事業、4経

営相談窓口の設置、5経費削減にかかわる合同電力割引交渉、6共同購入、7合同接遇研修会の開

催についても引き続き内容を精査しながら取り組みを進めてまいります。また、法人会員の喫緊

の課題である介護職員の人材不足について、募集から養成にシフトチェンジした介護職員初任者

研修についても開催を予定しています。 

さらに今年度は、介護ＢｔｏＢ協定事業いわゆる施設の利用者確保を目的とした事業で、福智

町社福連と企業が契約し、企業の社員の家族に介護が必要になった場合に会員の施設を利用して

いただく取り組みを進めてまいります。また、不登校生（高校生）の就労学習支援について高校

生の自立支援と若い労働力確保を目的にした取り組みを検討します。社福連の活動は、これから

の地域づくりの主体となる存在であり、私たちは地域で活動している以上、安心安全な住みよい

地域を地域住民と共に創っていく責務があります 

私たち社会福祉法人の地域に果たす役割は、新型コロナ禍や大規模自然災害の発生などを経験

し、ますます大きくなってきているとともに、とても期待されています。私たち福智町社福連は、

誠意と情熱をもって高齢・障害・保育の枠を超えた連携協働による取り組みを行いながら、それ

ぞれの法人の持つ運営課題を共有し、連携協働によって安定した経営基盤が確保できるよう取り

組んでいくとともに、地域に貢献する社会福祉法人を目指して活動を続けてまいります。 

 

  令和 7年 3月 

     一般社団法人 福智町社会福祉連携協議会 

     会   長    芦  馬  謙  二 

 



重点項目 

 

 

 

 

 

 

１ 地域ニーズに即した公益的な取組の推進 

 今まで取り組んできた公益的な取組 6事業（1地域交流活動事業、2地域に身近な福祉相談窓口

連携事業、3要支援者等サポーター養成事業、4子どもの居場所づくり支援事業、5災害時要援護

者等支援事業、6地域パトロール推進事業）は新型コロナの影響を強く受け、活動自体ができない

事業もありました。新型コロナの影響や対応も定着してきた今般において、公益的な取組の 6 事

業の見直しを今年度行います。昨年から実施しています法人後見事業については、順調に進んで

おり、さらに支援員等の確保などの基盤整備しながら確実に実行できるよう進めてまいります。  

昨年度結成いたしました福智ＤＷＡＴ（福智版災害福祉支援チーム）についても実働可能な組

織となるよう研修を進めてまいります。現在の社会経済状況からフードバンク・フードファミリ

ーの需要は高く、ふくおかライフレスキュー事業と併せて生活困窮者支援として取組んでまいり

ます。また、施設や事業所と地域を繋ぐ事業としての役割を持つ地域出前講座の内容を特技等も

含めた親しみやすいテーマで実施できるよう取り組みを進めてまいります。 

①地域交流活動提供事業 

 ②地域に身近な福祉相談窓口連携事業 

 ③子どもの居場所づくり支援事業（子ども食堂支援限定） 

 ④災害時要援護者等支援事業（福智災害福祉支援チーム：福智ＤＷＡＴ） 

 ⑤地域パトロール推進事業 

 ⑥フードバンク・フードファミリー事業 

 ⑦ふくおかライフレスキュー事業 

 ⑧地域出前講座 

 ⑨法人後見事業 

 ⑩農福連携の取組みの検討 

 

２ 人材育成・人材募集の強化 

 介護人材の確保は、社福連会員における各施設・事業所において喫緊の課題です。合同人材募

集は、少なからず成果を上げており、今年度も定期的に町内の全戸配布を行って情報を提供して

まいります。今年度は福智町社福連のＳＮＳを新たに作成し、社福連の活動を多くの方々に届け

ていきたいと考えています。介護人材の募集から養成へシフトチェンジした取り組みとして昨年

度から実施しています介護職員初任者研修を今年度も行います。新型コロナも終息を迎え外国人

介護人材の確保が今後進んでいくと考えています。管理団体と連携するとともに、先進的に外国

人介護職員を雇用している法人の状況の報告を受けながら他法人への選択肢となるよう取り組ん

でまいります。また、合同の接遇向上研修会を今年度も実施するとともに、現在の法人の課題に

対応した研修会を企画し実施いたします。さらに、地域の支援者を拡充するための３サポーター

１ 地域ニーズに即した公益的な取組の推進 

２ 人材育成・人材募集の強化 

３ 連携・協働のさらなる深化 

４ 活動の定着と運営管理 



の養成講座を開催と法人後見での後見人等の養成と支援を行います。昨年結成した福智ＤＷＡＴ

が実働可能な状況になるような研修を引き続き行います。今年度、新たに不登校生（高校生）の

社会への適用と高校卒業資格の取得、施設の労働力確保を目的に不登校生（高校生）の就労学習

支援事業について取り組みを検討してまいります。 

① 職員定着のための合同接遇向上研修会の実施 

② ３サポーター（認知・障がい・子育て）養成講座の開催 

③ 合同求人募集 

④ 外国人介護人材確保基盤整備事業 

⑤ 介護人材養成として「介護職初任者研修」の開催支援 

⑥ 課題研修の開催 

⑦ 法人後見支援員の養成及び支援 

⑧ 福智ＤＷＡＴ研修会 

⑨ 不登校生（高校生）の就労学習支援事業の検討 

 

３ 連携・協働のさらなる深化 

連携協働によるスケールメリット生かした事務の共同化を今年度も進めてまいります。個人情

報を含む書類の合同処分もその一つで、毎年３００を超えるダンボール箱を製紙工場の溶解炉へ

運んでいます。今年度も 10月に予定いたします。また、共同購入についてはスケールメリットが

生かせる商品について検討していきます。世界状況の悪化が影響し、電力割引交渉が不調に終わ

っていましたが、世界状況の先行きも見えてきた今年度は、電力割引交渉を再開させていきたい

と思います。今年度重要な取組として、施設利用者の確保を目的とした介護ＢｔｏＢ協定事業を

計画しており、福智町社福連全体で取り組みに向けた体制整備を行っていきたいと思います。経

営労務管理における相談窓口の開設も検討してまいります。 

① 共同電力割引交渉の再開 

② 共同購入品目の検討 

③ 個人情報を含む書類の合同処分 

④ 介護ＢｔｏＢ協定事業の実施 

⑤ 経営労務相談窓口の開設検討 

 

４ 活動の定着と運営管理 

 社福連の大きな活動財源となっているのが赤い羽根自販機です。さらに、設置が進むよう会員

の皆さんと知恵を絞っていきたいと思います。また、SDGｓを意識しながら、福智町社福連で 17の

目標を少し身近なものに置換え、それを意識した行動を行うよう取り組んでまいります。 

昨年度、滞っていた部会についても積極的に取り組みを行うとともに、ＩＣＴを活用した法人

連携ネットワークの運用がスムーズに進むよう改め見直しを行ってまいります。 

①法人機能及び事務所機能の強化 

 ②活動推進における部会の開催 

 ③赤い羽根自販機の設置推奨 

 ④SDGｓに基づく取り組みの推進 

 ⑤ＩＣＴによる法人連携ネットワークの運用 


